
１ 日 時 平成２３年５月２５日（水）１５：００～１６：３０
２ 場 所 ホテル八丁堀シャンテ ３階 「竹・梅の間」

（広島市中区上八丁堀８－２８ TEL082-223-2111）
３ 講演内容

【平成２３年度 情報通信月間参加行事】

４ 定員／参加費 １５０名程度／無料
５ 主催 総務省中国総合通信局、中国地方非常通信協議会、中国情報通信懇談会
６ 協賛 情報通信月間推進協議会
７ 参加申込方法 ｅ－ｍａｉｌ又はＦＡＸで申込みください。 （締め切り：5月20日(金)）

件名を「非常通信セミナー」とし、本文に、参加希望者氏名・所属（会社名等）・ｅ－ｍａｉｌ・
連絡先（電話番号）を記載してください。
【申込先・連絡先】

中国総合通信局（中国地方非常通信協議会事務局） TEL082-222-3367
FAX082-502-8082 e-mail: chugoku-hijoukyou@soumu.go.jp
中国地方非常通信協議会HP http://www.soumu.go.jp/soutsu/chugoku/link/link02.html

※個人情報の取り扱い
参加申込みに際しお知らせいただいた個人情報については、本講演会の参加申込の確認及び緊急の連絡以外には利用しません。

また、本講演会終了後には、速やかに処分いたします。

『新型レーダーによるゲリラ豪雨予測』
～豪雨予測の現状と将来、防災機関が考えるべき対策～

京都大学防災研究所 気象・水象災害研究部門

教授 中 北 英 一 氏

近年、国内外において、大規模な風水害や地震災害等による甚大な被害が
発生しており、このような非常災害時において、被害を最小限にとどめるために、
災害情報の収集・伝達体制の確立が急務となっています。
そのためには、普段から災害発生を意識し、防災に関する正しい知識やノウハ

ウを学び、防災や災害対策に努めることが重要です。
近年、集中豪雨災害（H21兵庫県佐用町・防府市、H22奄美大島・庄原市な

ど）が発生しましたが、中国地方にも新型ＸバンドＭＰレーダーが導入されること
となり、ゲリラ豪雨等による危険度の予測精度向上が期待されるところですので、
それらに関する現状と将来、情報収集・伝達、組織・地域連携について、講演を
行います。


